
 

 

 
研究内容の概要 ： 特定の色の透過率を選択的に変化させる素子を用いて

色弁別の能力を補助する装置を開発しました。代表的な
形態としては眼鏡状となります。 
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特
長
／
効
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 特定色の色彩あるいは輝度を周期的に変化させる。 

 
利
用
／
用
途 

 色覚異常者（各種色弱、色盲）の色弁別能力の補助 

 

色弁別補助装置 
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